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文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

 
卒業おめでとう！  新しい世界での活躍を！  

３月１８日（火）は、『第１１回卒業証書授与式』でした。保護者の皆様、そして林田ＰＴ

Ａ会長様をはじめ、多くの来賓の皆様に見守られながら式を挙行することができました。 

「卒業証書授与」では、担任からの呼名に対する声、証書を受け取る動作と態度と、や

や緊張感がありながらも堂々として立派でした。呼びかけの言葉と歌には、卒業生・在校

生両方に力強さがあり、加津佐小学校の伝統と誇りを感じました。 

２３名の卒業生には、一歩踏み出す勇気をもって未来を自らつくる、そん

な人になってほしいです。これからは５年生がリーダーとなり、下級生の手

本になってくれることを期待します。 

 

 今年度で、１１家庭の皆さまが加津佐小学校ＰＴＡを卒業されます。加津佐東小学校 

時代から長い間協力をいただいた方もいらっしゃいます。これまで本当にありがとう 

ございました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
学校の美しい環境づくりのために   
卒業式は多くの花で彩られていました。その中のおよそ３０鉢のサイネリアの花は、用務

員の城川さんが、卒業生のためにと１８日に向けて数か月前から丹精込めて世話を続け

てこられたものです。晴れやかな多くの花のおかげで、式の雰囲気が明るくなりました。 

また、中央玄関前の花壇やプランターにも今、春の訪れを感じさせる花々が咲いてい

て、来校者の目を楽しませてくれています。ぜひ気に留めて足を止めてご覧いただければ

と思います。 

環境が人を育むとも

言われます。今後もよ

い環境づくりを進めて

いきます。 

 

爽風 ～えがお～ 



 
 
修了式！ ・離任式！   
２４日（月）は、令和６年度『修了式』です。通知表の中に「修了証書」がありますが、そ

こには「第○学年の課程を修了したことを証する」と書いてあります。この１年間の学校生

活で、心も体も成長し、学年の学習も習得したという証です。３学期の生活や学習したこと

の確認と共に、１年間のお子様の成長に言葉かけをしてくださればと思います。それが次

年度につながります。 

修了式後には『離任式』を行います。退職や転任される先生方とのお別れの会です。

寂しさはありますが、我々の宿命です。よい別れがよい出会いにつながることを願って、心

温まる式にします。 

 

 ※退職・転任職員については、プリントを配布しています。在籍期間の長短はあります

が、全員が加津佐小学校のために勤務してくださいました。寂しさは残りますが、加津

佐小学校のことを忘れず、それぞれの立場で活躍していただきたいです。保護者の皆

さまにはいつも声掛けをいただき感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

『校長のカベ』第１期終了！   
昨年６月から、『校長のカベ』として、定期的に子どもたちに問題を出していました。 

ねらいとしては、 

  ○クイズやパズルを解くことをとおして、自分で考える力、話す（説明）力を育む 

  ○自らやってみようという気持ちを持たせる。  ということです。 

 

左の問題では、問いの意味や形から答え

に気付くと、嬉々として説明してくれる子（低

学年も）がいました。そんな手応えがありな

がらも、反省点もあります。 

よい機会としていきたいので、また次年

度、改善をして、第２期を始めたいと考えて

います。 

 

 今号で令和６年度の「学校だより」

は最終号となります。 

教育活動の様子や意図、そこに見え

る子どもたちの姿をお知らせしてき

たつもりですが、実は多くのお願いご

とを求めてきたのも事実です。ご理解

と共に手に取っていただいたことに

感謝いたします。 


